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開「’
a

良

調ま

そ
の
展
開
に
極
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘

ら
ず
、
従
来
の
学
説
史
は
そ
れ
に
つ
い
て
十
分
な
評
価
を
与
え
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
貧
農
蜂
起
説
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
特
に

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
「
穏
健
派
」
対
「
過
激
派
」
の
対
抗
は
、

富
農
蜂
起
説
に
基
ず
く
一
連
の
研
究
は
、
農
民
富
裕
佑
の
観
点
か
ら
、
「
過
激
派
」
の
意
義
を
極
め
て
低
く
評
価
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
。
・

ω
g
r

ラ
デ
ィ
カ
ル

一
般
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
非
常
に
過
激
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
実
際
の
暴
力
行
為
が
・
・
・
（
各
領

は
「
一
五
二
五
年
の
農
民
運
動
に
お
い
て
、

主
の
）
身
命
を
脅
す
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
が
、
そ
の
聞
の
矛
盾
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
叉
、

〉
－
巧
白
白
白
は
、
農
民
戦
争
の
平
和
的

協
定
的
方
向
か
ら
暴
力
的
方
向
へ
の
転
換
と
い
う
興
味
あ
る
事
実
を
指
摘
し
た
が
、

「
近
代
的
」
タ
イ
プ
の
領

邦
君
主
の
忘
向
｜
｜
。
σ江
鴨
志
の
確
立
ー
ー
に
求
め
、
農
民
層
内
部
の
「
過
激
派
」
の
意
義
を
極
め
て
低
く
評
価
し
た
。
集
大
成
的
な
の
・

尽
き
N

の
研
究
に
お
い
て
も
、
農
民
層
内
部
の
対
立
は
全
く
偶
然
的
な
も
の
の
如
く
見
な
さ
れ
て
い
足
。

そ
の
転
換
の
決
定
的
要
因
を
、

所
で
、

こ
の
「
過
激
派
」
の
運
動
に
関
し
て
、
画
期
的
な
解
明
を
与
え
た
の
が
冨
・
冨
・

ω
ヨ
E
ロ
の
研
究
で
、
特
に
彼
は
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル

ト
及
び
上
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
地
方
の
農
民
戦
争
の
克
明
な
分
析
に
よ
っ
て
、
ミ
ュ
ン
ツ
ア

l
派
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

E
E
F巴
止
に
基
ず
く
「
過
激

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
げ
る
「
過
激
派
」
の
性
格

一

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
l
派
的
「
十
二
ケ
条
」
に
基
く
「
穏
健
派
」
の
対
抗
を
極
め
て
鮮
か
に
描
出
し
た
。
然
し
、
彼
の
研
究
は
専
ら
政
治

思
想
的
分
析
に
集
中
さ
れ
、
そ
れ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ト
レ

l
ガ
l
の
分
析
、
即
ち
経
済
的
基
礎
過
程
の
十
分
な
分
析
を
欠
い
て
い
る
G

派
」
と
、

こ
の
点
に
関
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
ず
出
－
d
〈

S
F
m
H
の
次
の
様
な
指
摘
で
あ
る
。
「
農
村
の
社
会
的
事
情
に
関
し
て
は
、

自
由
人
と
不

自
由
人
の
対
立
よ
り
、
名
望
家
層
巴
弓
ゲ
白
井
忠
と
賎
民

P
）
巴
の
対
抗
が
遥
に
意
義
を
も
っ
て
い
た
。

巴
弓

E
H
r一
昨
と
し
て
は
完
全
農
民

〈

o－－
E
E
m四
円
切
E
R
が、
H
M

《
）
己
と
し
て
は
零
細
土
地
保
有
者

ω
g
g円
四
及
び
土
地
喪
失
者

F
m
o
r
E
S
が
理
解
さ
れ
る
。

一
連
の
利
害
対
立
に
よ
っ
て
分
た
れ
て
い
た
。
」
更
に
叉
、

こ
れ
ら
農
村

人
口
の
二
つ
の
階
級
は
、

開
・
同
町
－
B
同
は
、

従
来
の
諸
研
究
が
農
民
∞

2
2
の
分

析
の
み
に
向
げ
ら
れ
、
他
の
農
村
人
口
ぴ
都
市
下
層
市
民
の
役
割
を
無
視
或
は
少
く
と
も
軽
視
し
た
傾
向
に
疑
念
を
抱
き
、
独
自
の
方
法
と
研

究
を
通
し
て
、
中
世
末
期
に
お
け
る
農
業
労
働
者
、
農
村
手
工
業
者
及
び
都
市
下
層
市
民
の
広
汎
な
形
成
と
、
農
民
戦
争
へ
の
彼
等
の
参
加
の

意
義
を
強
調
し
貯
v

こ
こ
に
「
過
激
派
」
の
ト
レ

l
ガ
ー
と
し
て
の
零
細
農
乃
至
農
業
労
働
者
、
農
村
手
工
業
者
、
或
は
都
市
下
層
市
民
の
存

在
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
は
、
以
上
の
研
究
に
注
目
し
つ
つ
、
主
と
し
て
農
業
労
働
者
の
分
析
を
通
し
て
、
農
民
戦
争
に
お
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

を
解
明
し
た
い
。
尚
、
考
察
地
域
は
農
民
戦
争
の
主
要
舞
台
を
な
し
た
西
南
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
。
従
っ
て
ト
レ

l
ガ
l
の
分
析
に
関
し
て

も
、
地
域
に
関
し
て
も
、
尚
不
十
分
な
試
論
の
域
を
免
れ
ず
、

こ
の
点
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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著
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(6) 

作
に
お
い
て
も
、
専
ら
封
建
反
動
の
視
点
か
ら
農
民
を
一
元
佑
し
て

捉
え
、
階
層
分
化
の
視
角
が
欠
け
て
い
る
。
叉
、
一
東
ド
イ
ツ
史
家

に
よ
る
最
近
の
簡
潔
な
展
望
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
再
版
農
奴
制
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強
化
に
よ
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農
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強
調
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(7) 上
記

ω自
由
同
町
の
研
究
は
、

区－

Zロ門出回印・】曲目回忌
g
a
q仲間同国

ω
n
E
R
g
a
q
司

g
円S
E
0
0

5
問。ロ・】但円同門
σ・］町・

Z
担
江
口
口
弘
cw・
2
・ω
z－fw
回

a・
HA山一γ
H
U印hy

ωω
・
ミ
ω
l
H
g・
尚
、
我
国
の
研
究
で
は
、
農
民
層
分
化
の
視
点
か

ら
、
零
細
農
、
農
業
労
働
者
の
析
出
と
「
過
激
派
」
の
形
成
の
関
連

に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
主
と
し
て
富
農
層
の
研
究
に

考
察
が
向
け
ら
れ
、
「
過
激
派
」
の
分
析
は
充
分
に
は
巣
き
れ
な
か

っ
た
。
瀬
原
義
生
、
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
富
農
層
に
つ
い

て
」
史
林
三
七
ノ
一
、
同
氏
、
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
基
本
的
性
絡

付
、
口
」
歴
史
評
論
、
七
九
、
八
O
、
諸
国
実
、
「
ド
イ
ツ
農
民
戦

争
の
歴
史
的
前
提
付
、
口
」
史
学
雑
誌
六
五
ノ
二
、
三
、
寺
尾
誠
、

「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
隠
史
的
意
義
、
上
、
中
、
下
の
一
、
下
の
二

」
三
田
学
会
雑
誌
五
十
の
一
二
、
六
、
十
二
、
五
十
一
の
六
、
大
島
隆

雄
、
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
性
絡
に
つ
い
て
｜
｜
と
く
に
中
部
ド
イ

ツ
を
中
心
に
」
商
洋
史
学
、
四
十
四
輯
。

主
と
し
て
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
及
び
上
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
地
方
の
農
民
戦
争
を
と
り
あ
げ
、

の
行
動
の
指
針
と
し
て
ミ
ュ
ン
ツ
ア

l
派
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

E
Z
5江田町

健
派
」
の
対
抗
の
状
態
を
詳
細
に
考
察
し
た
が
、
そ
の
際
「
過
激
派
」

を
提
示
し
、

「
過
激
派
」
対
「
穏

こ
れ
と
の
関
連
の
下
に
「
過
融
派
」
の
特
殊
な
運
動
形
態
を
明
か
に
し
た
。

あ
く
ま
で
ち
平
和
協
定
に
反

こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
運
動
形
憩
は
、
大
略
次
の
二
つ

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
「
の
性
格

に
要
約
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
〉
E

Z－
ゲ
ユ
止
に
お
け
る
城
塞
箇
条

ω口
z
r
8
2
E
r巳
に
基
ず
き
、一一一一一一



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

一
二
四

ク
リ
ス
ト
教
同
盟
を
結
成
し
、

都
市
在
間
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
貧
困
な
一
般
民
衆
仏
R
R
B
O
宮田

g
z

こ
こ
に
地
域
的
、
身
分
的
な
枠
を
こ
え
た
広
汎
な
結
合
を

全
支
配
権
力
へ
の
攻
撃
ぞ
主
張
し
た
事
、

ω
S
L窓
口
ロ
ロ
仏
由
民
仏
冊
目
戸
田
出
向
同
に
呼
び
か
け
、

第
二
に
、
農
村
、

対
し
、

求
め
、
全
民
衆
的
な
反
封
建
闘
争
を
展
開
せ
ん
と
し
た
事
で
あ
る
。

こ
う
し
て
「
過
激
派
」
は
、
平
和
協
定
を
求
め
、
運
動
を
地
域
的
に
解
決

せ
ん
と
し
た
「
穏
健
派
」
に
対
抗
し
、
独
自
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
つ
氏
。
以
下
、
主
と
し
て

2
5に
従
い
、
こ
れ
ら
二
つ
の
運
動

形
態
に
つ
い
て
若
干
の
例
示
を
行
い
、
「
過
激
派
」
の
運
動
の
実
態
に
触
れ
て
み
た
い
。

第
一
の
形
態
に
関
し
て
は
、
先
ず
、
著
名
な
上
シ
ュ
ワ

1
ベ
ン
の
ク
リ
ス
ト
教
同
盟
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
同
盟
は
、
バ
ル
ト
リ
ン
ゲ
ン
、

ア
ル
ゴ
ィ
、
ボ
l
デ
ン
ゼ

l
三
集
団
の
代
表
が
、

三
月
初
頭
冨
冊
目
B
Z
m
g
市
に
集
ま
り
結
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
端
緒
か
ら

C
・ω島
田
町
色

及
び

ω－
F
O
R
m
H
に
代
表
き
れ
る
「
穏
健
派
・
平
和
協
定
派
」
と
、
ア
ル
ゴ
ィ
、
ボ
l
デ
ン
ゼ

l
集
団
内
部
に
特
に
顕
著
な
「
過
激
派
、
好
戦

派
」
の
対
抗
を
盈
叫
ん
で
い
た
。
然
し
相
互
の
妥
協
が
生
じ
、
三
月
十
日
、
同
盟
条
令
切
口
E
B
R
E
E
m
が
成
立
す
れ
F

そ
の
第
二
項
に
は
、

「
共
同
の
戸
田
E
E色
白
が
維
持
さ
れ
、
何
者
も
他
人
に
対
し
違
法
的
に
行
動
し
な
い
事
が
名
誉
あ
る
同
盟
の
意
志
で
あ
り
意
見
で
あ
る
。
何

者
か
が
他
人
と
共
に
戦
争
、
蜂
起
を
起
き
ん
と
し
て
も
、

を
問
わ
ず
、
平
和
を
命
”
す
べ
き
力
を
も
っ
べ
し
・
・
・
・
か
か
る
平
和
命
令
を
守
ら
、
ざ
る
人
は
、

と
も
あ
れ
誰
も
徒
党
を
組
み
党
派
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
、
さ
し
当
り
誰
で
も
身
分

そ
の
罪
の
故
に
罰
せ
ら
る
べ
し
。
」
と
、

集
団

内
部
に
お
け
る
好
戦
的
な
「
過
激
派
」
の
形
成
に
つ
い
て
警
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、

乙
れ
以
後
、
同
盟
は
シ
ュ
ワ
l
ベ
ン
同
盟
と
の
平

和
協
定
を
求
め
る
指
導
部
、
「
穏
健
派
」
と
、
城
塞
、

の
全
面
的
な
武
力
衝
突
が
生
ず
る
に
至
一
勺
所
で
、
こ
れ
ら
の
対
立
は
既
に
、
上
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
同
盟
の
構
成
三
集
団
内
部
に
も
顕
著
に
見
ら

修
道
院
等
の
攻
撃
を
主
張
す
る
「
過
激
派
」
に
分
裂
し
、

遂
に
シ
ュ
ワ

I
ベ
ン
同
盟
と

れ
、
例
え
ば
ア
ル
ゴ
イ
箇
条
書
の
中
に
は
同
様
な
平
和
命
令
が
見
ら
れ
る
。

「
村
落
内
或
は
そ
の
他
の
所
で
騒
ぎ
を
な
す
人
に
は
、

さ
し
当
り

誰
で
も
平
和
を
命
ず
べ
き
で
あ
る
。
彼
が
平
和
を
守
ら
な
い
な
ら
ば
人
は
介
入
し
、
彼
を
体
刑
に
処
す
べ
し
。
何
者
も
他
の
人
と
徒
党
、
集
団

を
作
る
べ
か
ら
ず
。
」
叉
、
ボ

l
デ
ン
ゼ

l
集
団
内
部
に
お
い
て
も
、
領
主
か
ら
離
叛
せ
ず
只
「
神
の
権
利
」
に
即
し
た
負
担
の
微
収
を
要
求
す



る
「
穏
健
在
と
、
城
塞
攻
撃
を
主
張
し
、
領
主
に
対
し
全
く
不
従
順
な
離
叛
せ
る
少
数
派
が
存
在
し
て
い
な

次
に
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
地
域
を
見
ょ
う
。
先
ず

ω
S
E
S
m
g
伯
領
で
は
、

若
干
の
平
和
協
定
反
対
派
が
「
激
怒
し
騒
擾
を
な
し
巴
ロ

冨
2
g
Bご
白
色

C
E－－－
g
m曲
目
白
円
宮
」
協
定
受
容
派
を
「
罵
り
、
絞
殺
す
る
と
脅
し
て
い
る
。
聞
広

V
o
n
v
m
n
z－窓口
w

骨

a
g
E
5ロ田町冊

N
Z
R
d
『ロ

Hmg」
叉
、
農
民
戦
争
期
最
初
の
流
血
事
件
と
い
わ
れ
る

F
a
g－
地
方

U
8
2
8岳山口
m
g
の
事
件
で
、

l
プ
が
〈
呂
田
mi円
市
の
軍
隊
に
よ
り
武
力
攻
撃
を
受
け
る
が
、

二
百
名
の
農
民
グ
ル

彼
等
は
国
・
富
田
口
向
指
導
下
の
穏
和
な
グ
ル
ー
プ
に
対
抗
し
て
協
定
に
反

「
陰
険
な
策
略
で
他
の
多
く
の
者
を
彼
等
の
支
持
者
と
し
不
従
唄
に
せ
ん
と
し
た

C
E
S
P
－V
H
S

zo
、

志
田
宮
内
丘
町
州
四
国
司
E
E－－州問
HH仏
R
g
a
g
－
官
四
回
〉
己
話
回
開
制
ロ
ロ
仏
巴
ロ
m各
o
g
g叩
N

ロ
℃
江
田
m
g」
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

対
し
、
市
参
事
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

更
に
一
例
を
、

一
五
二
五
年
四
月
二
七
日
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
叶

g
Z同
包
集
団
の
野
戦
条
令
司
忠
弘

O
E
Eロ
m
に
見
ょ
う
。
「
如
何
な
る

以
前
の
嫌
悪
、
清
疑
、
敵
対
に
対
し
て
も
、
非
難
を
加
え
新
た
に
事
を
構
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
創
設
さ
れ
た
友
愛
的
同
盟
の
中
で
・
・
・
・
・
相

互
に
策
略
な
し
に
調
停
さ
る
べ
し
」
と
、
同
盟
内
部
の
敵
対
関
係
を
示
し
、
叉
、
「
最
高
野
戦
司
令
官
及
び
評
議
団
。

z
n
g同
町
色
昏
吉
宮

g
gロ

民
国
内
同
問
的
伊
丹
市
の
命
令
、
指
図
な
し
に
、
何
者
も
自
ら
の
力
守
違
法
的
に
修
道
院
、
教
会
、
司
教
区
及
び
同
様
な
聖
界
領
を
攻
撃
し
、
害
を
加
え

ん
と
試
み
る
べ
き
で
な
い
」
と
、
武
力
攻
撃
を
主
張
す
る
「
過
激
派
」
へ
警
告
を
与
え
て
い
お
円
以
上
、
若
干
の
例
示
か
ら
、
農
民
集
団
内
部

に
平
和
協
定
に
反
対
し
、
武
力
攻
撃
を
主
張
す
る
「
過
激
派
」
が
害
在
し
た
事
が
判
明
し
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
過
激
派
」
の
第
二
の
運
動
形
態
の
考
察
に
移
ろ
う
。
先
ず
、
先
述
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
∞
g
虫
色
の

「
過
激
派
」
集
団
で
は
、

〈
邑
宮

m
g
市
当
局
と
の
協
定
を
拒
否
し
た
二
五
名
の
グ
ル
ー
プ
が
、
各
村
々
を
廻
っ
て
こ
の
集
団
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
そ
の
際
例
え
ば

ロロ
g
r
s吉
村
で
は
「
過
度
の
負
債
を
負
っ
た
」
一
二
名
の
農
民
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
二
百
名
ま
で
増
大
し
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

前
述
の
流
血
事
件
で
一
応
崩
壊
す
る
が
、
然
し
以
後
も
活
躍
を
続
け
、
隣
接
の
出
回
混
同

g
g括
伯
領
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

回同
m
M
m
w
H
W
同町ぬ国内
uv

両
河
流
域
の
諸
村
落
を
訪
れ
宣
伝
を
行
い
、
更
に
下
ド
イ
ツ
へ
ま
で
赴
か
ん
と
し
た
が
、

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
阻
止
さ
れ
回
g
m
河
流
域

一
二
五



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

切
る
巳
百

mg
ま
で
追
い
返
さ
れ
て
い
る
c

叉
、
ア
ル
ゴ
イ
集
団
の
指
導
者
』
・

ω各
自
－

a
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
既
述
の
上
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
一
二

集
団
か
ら
一
人
の
使
節
が
ヘ
ガ
ウ
及
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
へ
送
ら
れ
て
い
引
ω

か
か
る
事
実
は
、
地
域
的
な
枠
を
こ
え
て
広
汎
な
結
合
を
志

~ 

ノ＼

向
す
る
「
過
激
派
」
の
動
向
を
示
し
て
い
る
が
、
彼
等
の
都
市
下
層
市
民
と
の
結
合
の
意
向
は
更
に
明
瞭
で
め
る
。

既
に
三
月
一
七
日
に
は

FaHvvas
市
周
辺
の
農
民
が
岡
市
を
「
多
数
の
市
民
の
同
意
の
下
に
」
占
領
し
、

平
和
協
定
へ
の
動
き
を
挫
折
さ
せ
て
い
た
。

Z
O
H
白山口
m
m
p
〉
cm山
田
吉
岡
ぬ
等
の
大
都
市
で
も
農
民
と
の
合
流
の
動
、
き
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
後
者

んが
が》
,-::. en 
めヨ
ボ自

£異
ザつ ril 

た2合
l乙
集
A 
仁3

し
た
が

上
述
せ
る
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
同
盟
と
上
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
農
民
集
団
と
の
武
力
衝
突
の
危
機
が
迫
っ
た
三
月
二
七
日
、
上
ド
イ
ツ
語
都
市
の
代
表

こ
れ
ら
諸
都
市
内
部
の
不
穏
分
子
と
農
民
と
の
友
好
関
係
を
恐
れ
て
、

そ
れ
は
、

そ
の
対
策
を
講
ぜ

事
実
、

で
は
、
一
人
の
農
民
が
織
工
と
の
結
び
つ
き
を
求
め
て
都
市
を
訪
れ
、
叉
逆
に
若
干
の
市
民
が
農
村
の
週
市
場
を
訪
ね
て
、
農
民
と
結
合
せ
ん

と
し
市
叉
、
三
月
末
、

p
p
m
g
市
参
事
会
の
訓
令
で
は
、
「
最
近
数
日
、
若
干
の
市
民
が
上
司
の
検
査
、
許
可
を
受
け
ず
に
、
違
法
的

に
、
相
互
に
集
団
ぞ
作
っ
て
い
る
離
叛
せ
る
農
民
与
飢
え
色

g
g
官
民
自
の
下
へ
行
き
、
彼
等
の
意
図
を
聞
き
、
後
に
そ
れ
を
我
都
市
の

至
る
所
で
公
然
と
大
衆

m
m
B回目白
g
自
由
ロ
ロ
に
告
げ
知
ら
せ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
市
民
と
農
民
と
の
結
合
を
非
難
し
て
い
る
。

因
に
、

こ
の
様
な
市
民
と
農
民
と
の
共
闘
或
は
少
く
と
も
都
市
大
衆
の
叩

gozr
の
農
民
に
対
す
る
友
好
的
な
態
度
は
、
農
民
戦
争
の
全

舞
台
を
通
じ
て
、
｜
｜
出
色
町

S
F
Z号
ロ
r
a
m－
唱
曲
目
由
回
目
ロ
ヴ
OHm－－同
2
7
2
Z
H
m
w
冨
5
5
2
8回
目
ロ
叶
町
・
等
の
帝
国
都
市
、
切
開
BσOHm－

d
〈
野
島
R
m
w
冨

S
N
U
F
F－
等
の
領
邦
都
市
、
就
中
数
多
く
の
小
農
業
都
市
1
1或
は
更
に
、
そ
の
前
史
を
通
じ
て
｜
｜
ケ
ン
プ
テ
ン
農

民
蜂
起
（
一
四
一
五
年
）
、
ウ
オ
ル
ム
ス
蜂
起
（
一
四
コ
二
年
）
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
蜂
起
（
一
四
六
二
年
）
、

に
一
不
さ
れ
た
事
実
で
あ
り
、
若
干
の
史
家
の
注
目
す
る
所
で
も
あ
っ
た
。

ブ
ン
ト
シ
ュ

l
蜂
起
等
｜
｜
随
所

さ
て
、
以
上
若
干
の
例
示
に
よ
り
、
「
過
激
派
」
の
運
動
、
或
は
そ
の
二
つ
の
特
質
の
実
態
が
明
か
に
さ
れ
た
。

如
何
な
る
階
層
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
暗
示
を
与
え
る
の
が
1
表
で
あ
る
ο

こ
れ
は
、 所
で
、

こ
れ
ら
過
激
派
は

ケ
ン
プ
テ
ン
僧
院
領
で
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噌
’
ム

子
(kind) 

子供下僕
(kiηd dienet) 

子供乞食
(kind bettlet) 

息子

不
明
な
点
が
多
い
が
、

(sun) 

娘
(tochter) 

下女
(tochter dienet) 

主主 婦
(wittib) 

乞食寡婦
(wittib bettlet) 

下働き~婦 l
(wittib dienet) I 

表 1
(frow, weib) i 
未婚者｜
(ledige leu te) I 

奉公人｜
（・・・…dienet) I 

者！
人｜

他！

業コ：手
役級ド

の

農
民
戦
争
敗
北
後
に
行
わ
れ
た

奉
公
人
ー
ー
が
か
な
り
多
い
事
が
注
目
さ
れ
る
。
本
史
料
の
編
者
垣
島
ロ
2
2
6叉、

ニ
つ
の
平
和
協
定
（
富
田

E
E
l

N

四－－m
H

〈
O
H円
E
m
u
G
N
U－

Cコ． 

N
U
一
一
罵
冊
目
5
5
m
m円
〈

R
E伝

U
N
瓜・－・

3
・
）
の
何
れ
に
も
参

加
し
な
か
っ
た
人
々
の
リ
ス
ト

で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
蜂
起

非
参
加
の
故
に
、

叉
家
屋
焼

失
、
夫
の
処
刑
等
の
故
に
免
焼

税

F
E
r
g
g同
を
免
れ
、
従

っ
て
協
定
に
参
加
し
な
か
っ
た

人
を
若
干
含
ん
で
い
る
が
、
大

部
分
は
協
定
反
対
派
乃
至
蜂
起

に
関
す
る
嫌
疑
者
｜
｜
従
っ
て

「
過
激
派
」
｜
｜
で
め
っ
た
。

と
も
か
く
農
業
労
働
者
と
推
定
さ
れ
る
階
層
1
｜
子
供
下
僕
、
子
供
乞
食
、
下
女
、
寡
婦
、
下
働
き
寡
婦
、
未
婚
者
、

主
と
し
て
、

尚
失
う
べ
き
何

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

一
l

二
つ
の
協
定
に
は
、

物
か
を
持
ら
、
或
は
僧
院
長
と
の
即
座
の
調
停
か
ら
利
益
を
ひ
き
出
し
う
る
領
民
が
参
加
し
た
様
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
反
し
、

こ
の
リ
ス
ト

一
二
七



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

に
は
、
就
中
、
失
う
べ
き
何
物
を
も
持
た
ざ
る
人
が
現
れ
る
だ
ろ
う
し
、
叉
実
際
こ
れ
ら
の
人
々
が
優
勢
で
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ

一
二
八

て
い
る
。

彼
が
僧
侶
、
騎
士
、

更
に
、
上
述
の
ア
ル
ゴ
イ
箇
条
書
に
は
、
「
遍
歴
中
の
通
行
者
で
疑
わ
し
い
人
物
に
対
し
、

明
を
求
め
、
尋
問
を
行
う
べ
一
川
一
と
い
う
規
定
が
見
ら
れ
、
共
同
体
的
或
は
地
域
的
な
枠
を
こ
え
て
各
集
団
聞
を
移
動
す
る
、

乞
食
の
何
者
で
あ
れ
、
釈

お
そ
ら
く
「
過

激
派
」
の
密
使
と
し
て
、
僧
侶
と
共
に
乞
食

Z
邑
回
同
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。

叶

g
r
R
E
野
戦
条
令
で
は
、

「
人
は
あ
ら

ゆ
る
水
車
業
者
冨
ロ
ロ

R
を
保
護
し
、
危
害
を
加
え
る
べ
か
ら
ず
。
叉
如
何
な
る
翠
を
も
奪
わ
ず
に
、
そ
れ
を
全
体
の
利
益
の
た
め
に
利
用
す

べ
一
月
一
と
、
特
権
的
な
回
国

g
m
g
a
Z
の
所
有
者
冨
己
管
ゃ
、
裂
を
も
て
る
富
農
？
へ
の
攻
撃
を
警
戒
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
と
対
抗
的

に
、
貧
農
層
が
「
過
激
派
」
を
形
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
例
か
ら
、
零
細
農
、
農
業
労
働
者
、
乞
食
等
の
農
村
下
層
人
口
が
「
過

っ
た
か
。
以
下
、

激
派
」
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
て
い
た
事
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
階
層
は
、
当
時
如
何
な
る
社
会
的
、
経
済
的
状
態
に
あ

こ
の
事
情
を
考
察
し
、
叙
上
の
「
過
激
派
」
の
運
動
形
態
と
の
内
的
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註

ω
ω
g
E
P
U
Z
〈
D
回目内向。同
O吋吉田仲間
o
p
出・
4
同
・
亘
・
ロ
・
同
・
関
与
ヤ

件。－－骨仲間
WOHσ
ユ
え
が
、
ミ
ュ
ン
ツ
ア
1
派
の
も
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
異
論
が
多
い
が
、
と
も
か
く
、
「
過
激
派
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
っ
た
事
は
疑
が
は
か
ろ
う
o
v
m了
山
E
a－－

ω・
ω
B
R・引

の・司吋胆ロ
NW
釦・但・。－

wω
・］戸
ω町一『・

ω
g町
F
P
U
W
〈
OHW向。同
0
2
5由民
o
p
ω
－
h

也記剛・
UM刊吋附
gNW
釦－

担・。・”

ω・
HNJ誌・

ロ
O
M
E
g
g
s
a
g
m
g回
目
。
ロ
色
g
g
n
v
g
ω
2
0ロ己
q
w
m
o
p

y
g
m叫
・
」
諸
国
国
・
閃
由
民
百
四
件
N
0
3
E
H
〉－

Z
E回
目
「
同
F
o
g
s

富
民
ロ
認
可
ロ
E
m
o
z
o
N
o
p
H
U印
N
．ω－
NH∞・

(2) (3) 

(4) 

ω
B日
ユ
口
増
口
問
。
〈
OHH内
向
色
白
司
自
由
江
o
p
ω
ω
・
m
N
O
l
m白
血

U
匂吋国ロ
NW

担・但・
0
・・

ω
－
HNmw同一同・

ロ
O
W
E
g
g
g
w
叩

M
a
m－〈－

M内但同百三件
NOア

ω－
N
8
u
ω
g
w
E－

ロ
ザ
〈
O
H
W
R
R
2
B同件目。ロ

ω・
h
E・

ω
S
E
P
O
M
O
〈
O同国内向。同
O司自由民
o
p
ω
・
色
白
－

H
E
P
－
ω・
ω印
一
ゲ
〉
回
g
－
mN・ロ・閉山
w
－

同豆島・・

ω・品
M
M
W

〉回目・同∞叶－

F
E
S
S
F
F
a
m－
d

『・岡田
g
喜
NOFω
・日目・

ω自
由
吋
山
口
”
口
同
四
〈
D
－w
Rえ
2
5胆仲間
o
p
ω
ω
・品
Nu－
－
お
u
－

Hσ
日仏－

wω
・品叶
H］『・

(5) (11) (IO) (9) (8) (7) (6) 



自由 (15) (I品(13) (I?) 

E
u
－－仏・・

ω・向山仏
AH
］町一町－

Hσ
同島－

wω
・印
N
∞］『－

H

同誌色・”

ω・回日。－

H
V
山内田－

wω
・印印∞・

問。－

gア
ロ
M

0

4

司片門的
nF忠
臣
口
町
田
口

d
円印但
n
y
o
p
ω
ω
・
出
品
l
g
H

一
司
自
ロ
N

－
F
担。－

wω
－
M
∞∞同－

hω
日
町
E
－
ロ
日
c
z
n
E自
己
〈
C吋

門
由
。
可
何
色
。
司
自
主
同
o
p
園、
1
詞・剛内側
W
H
U
M
S

－－

H
）
広
岡

E
O自
己

g
g
F岸
田
同
日
H
H
M
3
8
5
N印＼
NP
｝

Ham－〈－

〉－
d

司自

F
g
E
R
（
〉
ロ
白
色
－
E
C
O
円。凹帥口
E
O
ロ宮

q
H阿
4
・）
u

。司

(19) (18) 

邑
A5・
ωω
・勾
1
8・
よ
り
作
成
。
乙
乙
で
は
計
二
ハ
一
地
区
の
非

参
加
者
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
数
が
多
い
三
地
区

の
み
を
表
に
ま
と
め
た
。
他
の
地
区
で
も
、
同
町
、
同
様
々
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

Z
E－－

ω・
回
－

U
O
W
E
5
0口同
0
・
z
g肉
・
〈
・
同
州
胆
B
E
H
N
O
ア

ω－
N
N
印
uω
日町四国”

〈
C
H
r
m
司自同
2
5同片山
D
P
ω
・
AH叶
吋
w

〉
ロ
ヨ
・
自
N

－

uowロ
B
g
g－
F
E
m－
〈
相
内
田

B口洋
N
O
ア

ω・M
M
ω

・

仰）

農
民
戦
争
に
先
行
す
る
ド
イ
ツ
農
村
社
会
に
、
農
民
層
の
階
層
分
佑
が
進
展
し
、
そ
こ
か
ら
か
な
り
広
汎
な
零
細
農
乃
至
農
業
労
働
者
が
析

出
さ
れ
て
来
た
事
は
、
、
H
，
F
F
5
3・
思
－

F
E
m
m－
国
・
当

5
8
R
国
・
君
。
℃

F
F

さ
い
叩
叉
、
そ
の
経
済
状
態
に
関
し
て
は
、
「
農
業
危
機
」
と
の
関
連
の
下
に
、

P
－F
E
m
w
d司
・
〉

g
f
開
・
阿
内
冊
目
件
。
同
等
の
経
済
史
家
の
聞
に

多
く
の
論
議
を
生
ん
で
来
一
日
目
こ
れ
ら
の
成
果
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
以
下
、
零
細
農
乃
至
農
業
労
働
者
に
関
す
る
若
干
の
数
量
的
考
察

と
性
格
分
析
を
行
い
た
い
。

？
？
目
指
江
田
同
等
の
ド
イ
ツ
農
業
史
の
研
究
に
指
摘

数
量
的
関
係
、
即
ち
、
農
村
内
部
に
お
け
る
こ
れ
ら
下
層
人
口
の
数
或
は
農
民
と
の
比
率
に
関
し
て
は
、
十
分
実
証
的
な
成
果
は
期
し
難
い

が
、
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
表
を
提
示
し
、
そ
の
傾
向
を
窺
い
た
い
。

（

3
v
 

先
ず

E
表
で
は
、

（A
）
表
に
お
い
て
、
全
保
有
面
積
合
計

g
T
R
Zユ
以
上
の
富
農
四
名
、

40rznZ円
件
以
上
の
中
農
六
名
、

て
れ

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
げ
る
「
過
激
派
」
の
性
格

こ
の
村
に
は
（
B
）
表
の
如
、
き
多
数
の
、
土
地
を
全
然
或
は
殆
ど
持
た
ぬ
ゼ
ル

一
二
九

以
下
の
小
農
二
名
と
か
な
り
の
階
層
分
佑
を
示
し
て
い
る
が
、



E表．シュワーベン地方 Haunsheim村

A）保有面積（1559-1630年）単位 Jauchert= Tagwerk 

ドイツ農民戦争に於ける「過激派」の性格

審有害｜問種類｜耕地｜牧草地｜森林｜合 計

1 Hof ｜侃(J) 20川町） 110 

2 Hof 63 21 25 110 

Hof 33 14 18 
3 

23 3 7 

4 ; Hof 56 11 20 87 

Lehen 23労 9~ 8 
5 

30W 71労Lehen 20 7 3労

6 Hof 37 12 2 51 

7 Hof 37 9 5 51 

8 Hof 37 9 4 51 

9 Hof 40 3 1 44 

10 Hof 35 13 2 50 

11 Lehen 23 7 5 35 

12 Lehen 18~ 2予4 21 

一三
O

B) Sold, Soldner数

年 ISold! S凸ldner

1442 27 23 

1559 44 

35.非土地所有
1630 
55 155 120.小土地所有

C) 1600年の人口

Burger (Bauer, Soldner) 

Witwe 

1 I1:1gehausste 
Beisitzer J einzelstehendes 

l Weib 

60 

6 

aa‘
 

唱目且由

‘
！
？
！
 

n
o
o
o
 

－

－

 

ト
ナ
I
l
l－
農
業
労
働
者
乃
至
手
工
業
者
ー
ー
が
見

ら
れ
、
叉
、

（C
）
表
に
よ
れ
ば
、
家
屋
す
ら
も
た

ぬ
間
借
入

F
E
R
R
即
ち
日
雇
の
階
層
が
男
女
合

わ
せ
て
一
四
名
存
在
し
て
い
る
。
従
っ
て
二
ハ
世
紀

中
葉
以
降
に
か
け
て
、

L
誕
の
の
き

E
m
村
で
は
、
富
農
層
は
存
在
し
な
い
が
、
（
A
）
表
で
は
住
民
は
完
全
ホ
l
フ
農
、
半
ホ
1
フ
農
、

一
二
名
の
農
民
、
四

o
t五
O
名
の
ゼ
ル
ト
ナ
l
、

一
四
名
程
度
の
日
雇
層
が
春
在
し
た
事
に
な
る
。
四
分
の
一
ホ
l
フ
農
と

ゼ
ル
ト
ナ
ー
に
分
解
し
、
更
に
一
七
世
紀
の
（
B
）
表
で
は
ゼ
ル
ト
ナ
ー
が
小
土
地
保
有
の
∞

g忠
広
ロ
R
と
土
地
を
も
た
ぬ
巴

o
gち
E
S同

に
分
た
れ
る
。
所
で
、

一
六
世
紀
で
は
、
農
民
対
ゼ
ル
ト
ナ
l
の
比
率
は
約
二
対
三
を
示
し
、

一
七
世
紀
に
は
そ
の
比
一
対
三
と
、
急
激
な
ゼ



保有地吋諸問1同！人
E表．パイエJレン地方．

Gauting村の人口
B) 

数

8 

Hof 

Hof 

Hof 

X 

Yz 

Ji 

1532年

Hofbauer 

Hubner (YzHof) 

Lechner (]{Hof) 

Soldner (Ys-3{.Hof) 

8人1
2人.16人

6人

22人

A) 

ル
ト
ナ
！
の
増
大
が
目
立
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

IV表．スイス Aargau地方 HerrschaftHallwilの人口

n
b
 

A
告。。

吋
’

A

i
 
！
 
i
 
w

－
 

gu

－
 

－
 l
 
g

－
 

」
年
j
 
A

－
 

1559 

女
28(3) 

1524 1505 1484 1465 

32 数計

Bauer数 10 11 14 12 

I V ogtsteuer額 Ii1465年 l1484 i 1505 i 1捌

Halbbauer 1-9β 5人l 2 

10-19β 
Gan山 r}

1 

20-39β 3 ! 6 5 

Doppelbauer 40β以上 2 

2盟塁己」ヰB) 

1665 

66 

14 

52 

＋
R
m
H
 
co 
co 

1559 1462 1438 1346 

60 数

年

Bauer数

家

一一一一一

21 

Tauner数

女（ ）内は非定住家屋

。推定人数



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

同
様
な
傾
向
は
町
一
知
｝
に
お
い
て
も
観
取
さ
れ
る
。

E
－

z－－
村
に
関
す
る
（
A
）
表
を
見
ょ
う
。
乙
の
地
域
で
は
一
四
世
紀
中
葉
か
ら
一
六

一一一一

世
紀
初
め
ま
で
殆
ど
家
計
数
に
変
動
が
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
従
っ
て
一
五
、
六
世
紀
に
お
い
て
家
計
数
は
三
O
、
農
民
数
を
一

o
t
一
五

名
と
す
れ
ば
残
り
は
タ
ウ
ナ
l
｜
｜
零
細
農
乃
至
農
業
労
働
者
｛
或
は
手
工
業
者
ー
ー
と
な
り
そ
の
比
は
一
対
一
乃
至
一
対
ニ
と
な
る
。
下
表
は

耕
地
面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る

J
～J
u
m昨
日
山
一
円
四
ロ
四
円

に
従
っ
て
農
民
層
分
佑
を
示
す
も
の
だ
が
、

こ
の
村
の
農
民
も
、

一
t
ニ
名
の
富
農

ロoEMAw
－σSH
O
H

五

t
人
名
の
中
農
の
S
N
E
C
R
一一

t
七
名
の
小
農
同
色
ゲ
ゲ

2
2
に
分
解
し
て
い
る
。

更
に

ω
gロ
m
g
村
の
人
口
も
、

略
同
様
な
傾
向
を
一
不
し
、
農
民
対
タ
ウ
ナ
l
の
比
は
、

一
四
世
紀
中
葉
、
三
対
二
だ
が
、

一
五
・
六
世
紀
で
一
対
二
と
逆
転
し
、

一
七
世
紀
に

は
一
対
三

t
四
と
、
タ
ウ
ナ
l
腐
の
急
激
な
増
大
が
示
さ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
お
い
て
ゲ
ジ
ン
デ
層
の
数
は
判
明
せ
ず
、
叉

E
表
を
除
い
て
間
借
人
、
日
雇
の
数
は
不
明
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
非
常
に
不

完
全
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
、

一
五
・
六
世
紀
に
お
け
る
広
汎
な
農
民
層
分
佑
と
、

そ
の
申
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
零
細
農
乃
至
農
業
労

働
者
の
急
増
の
傾
向
が
あ
る
程
度
察
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
彼
等
は
当
時
の
農
村
社
会
の
有
力
な
構
成
部
分
で
あ
り
、
農
民
戦
争

に
お
け
る
彼
等
の
動
向
は
、
当
然
無
視
さ
れ
え
な
い
影
響
力
を
も
つ
は
ず
で
あ
っ
た
。

所
で
、

こ
れ
ら
農
業
労
働
者
の
社
会
的
、
経
済
的
性
格
は
、

そ
の
内
部
で
も
様
々
の
偏
差
ぞ
有
し
て
い
た
。
以
下
、
彼
等
を
、
ハ
門
ゼ
ル
ト
ナ

ー
、
同
ゲ
ク
ン
デ
、
日
日
雇
、

の
三
類
型
に
分
け
、
夫
々
の
特
質
を
明
か
に
し
て
い
こ
う
。

（→ 

ゼ
ル
ト
ナ

1
3
2仏
ロ
常
穴
0
3叩
♂
、
『
ロ
ロ
口
市
♂
同
W〕

B
E
E－m叩
）
。
ゼ
ル
ト
ナ
ー
は
そ
の
名
称
の
如
く
小
家
屋

ω巾
E
m
を
保
有
す
る
階
層

だ
が
、
本
来
こ
の

F
E
は
領
主
或
は
農
民
が
、
彼
等
の
雇
傭
労
働
力
を
定
着
佑
さ
せ
る
た
め
に
設
け
た
副
家
屋
を
意
味
し
、
従
っ
て
そ
の
保

有
者
た
る
ゼ
ル
ト
ナ
l
は
、
後
の

E
g
g
的
性
格
を
有
し
て
い
に
。
所
が
、

一
三
世
紀
以
降
に
お
け
る
内
地
開
墾
或
は
フ

1
フ
エ
分
裂
の
急

速
な
進
展
は
、
大
量
の
零
細
な
土
地

l
l
F
E
r－
E
Fロ
m
w
o
U
M
N
m
n
E
m帽
の
宮
市
♂
d
『
白
】

N
S
F
の
E
R－
－
を
生
み
出
し
、
こ
こ
に
、
こ
れ

ら
小
土
地
の
保
有
者
と
し
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
ゼ
ル
ト
ナ
l
が
生
れ
、
彼
等
は
そ
の
本
来
の
イ
ン
ロ
イ
テ
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
て
い
く
｜
｜



「
ゼ
ル
ト
ナ
l
の
経
済
的
、
社
会
的
上
昇
」
（
出
。
ロ

E
Eゲ
R
m）
。
更
に
彼
等
は
、

着
佑
し
、
村
落
内
で
の
一
つ
の
独
立
し
た
階
層
を
形
成
す
る
に
至
つ

mv
例
え
ば
、
先
述
の
シ
ュ
ワ
l
べ
ン
地
方
出
店
出
回

E
B
村
で
は
、
農

一
五
、
六
世
紀
に
な
る
と
共
同
体
成
員
権
を
も
確
保
し
て
定

民
と
ゼ
ル
ト
ナ
l
は
共
に
村
民

EHHma
と
し
て
記
さ
れ
、
何
れ
も
共
同
体
成
員
権
を
有
し
た
が
、
更
に
共
同
体
役
員
。
冊
目
。
S
仏与
g
g
Z
と

し
て
の

5
2
R
は
、
農
民
と
ゼ
ル
ト
ナ
ー
か
ら
夫
々
二
人
ず
つ
選
ば
れ
て
い
ね
ω

か
か
る
事
態
は
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
当
時
既
に
一
般

佑
し
た
事
実
で
あ
っ
口
v

然
し
、
共
同
体
内
に
お
け
る
両
者
の
法
的
地
位
の
平
等
佑
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
経
済
的
差
異
は
、
後
述
す
る
共
有
地

利
用
権
の
差
に
明
瞭
に
示
さ
れ
る
如
く
、

強
固
に
残
存
し
、

特
に
ゼ
ル
ト
ナ
！
の
土
地
保
有
は
極
め
て
零
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。

再
び
、

ノ
’
層
、
、
〉
、

1
、みれ’刀

五
五
名
の
ゼ
ル
ト
ナ
1
中
、
ニ

O
名
の
み
が
土
地
を
保
持

そ
の
保
有
規
模
も
大
体
こ
g
n
r
o巳
前
後
の
零
細
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
六
三
O
年、

回目ロロ目
r
a
B
村
に
例
を
と
ろ
う
。
前
掲

E
表
に
示
さ
れ
た
様
に
、

町一

mg叩
〉
n
r
R－
－

F
a
a
m
g
と
も
昭
ば
れ

る
完
全
所
有
地
｜
｜
、

ωnZ虫
色
似
島

2
｜
｜
貢
租
と
し
て
一
シ
エ
ッ
フ
エ
ル
の
穀
物
を
収
め
る
土
地
｜
！
と
呼
ば
れ
て
、
自
由
に
譲
渡
、
販

売
出
来
る
こ
れ
ら
の
土
地
は
、
地
片
】
M
白

ERo－
－
∞
と
し
て
三
闘
の
中
に
散
在
し
、

え
ず
」
の
記
述
の
如
く
、
全
然
収
穫
を
も
た
ぬ
年
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
叉
、

従
っ
て
「
三
年
毎
に
休
閑
地
と
な
り
、

（
貢
租
を
）
伺
も
与

Z
2
5
n
yえ
仲
田
丘
一
三
－
で
は
、
農
民
国
。
3
2
2
が
屡
々
劣

悪
な
土
質
の
地
片
を
タ
ウ
ナ
ー
に
ひ
ど
く
高
い
地
代
で
貸
与
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
て
い
的
戸
こ
う
し
た
零
細
な
土
地
で
は
到
底
、
生
計
は
不

可
能
で
、
従
っ
て
彼
等
は
大
部
分
、
農
業
労
働
者
、

一
部
は
手
工
業
者
と
し
て
生
計
を
補
充
し
た
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

出
回
ロ
ロ
田
町
冊
目
白
村
の

ゼ
ル
ト
ナ

i
、
。
。
－
B
回
ロ
白
色
R
な
る
人
物
は
、
領
主
よ
り
四
週
間
の
許
可
を
得
て
、
他
村
へ
労
働
の
た
め
出
か
け
た
が
、
そ
こ
に
七
ヶ
月
留

り
、
農
耕
仕
事
を
全
て
終
え
た
後
に
帰
村
し
、
刑
罰
と
し
て
三
日
間
の
桂
枯
刑
を
受
け
て
い
何
ω

従
っ
て
、
彼
等
は
通
常
四
週
間
程
度
の
他
村

ら
、
尚
生
計
の
軍
要
な
部
分
を
一
傭
弥
働
に
依
存
し
た
、

へ
の
出
稼
ぎ
を
も
行
っ
て
い
た
事
に
な
る
。
か
く
し
て
ゼ
ル
ト
ナ
l
は
、
村
裕
内
に
定
着
佑
し
、
零
細
な
土
地
を
得
て
、
半
ば
独
立
佑
し
な
が

｛

M
｝
 

い
わ
ば
半
独
立
的
な
農
業
蛍
働
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（二1

僕
蝉
（
の

g
－
昆
♂

U
－mロ回忌

0
5
巴回目

E
－g
）
。
彼
等
は
封
建
的
賦
役
労
働
の
転
化
形
態
と
し
て
の
強
制
僕
蝉

N
d『

g
m目的
g
z
r
と

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

一一一一



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

二
二
四

自
由
な
契
約
関
係
に
基
ず
く
自
由
僕
牌
骨
包

g
の
g
g
r
に
分
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
当
然
後
者
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
ゲ
ジ
ン
デ
は
農
民
、

そ
の
特
質
と
し
て
、
第
一
に
、
比
較
的
長
期
の
雇
傭
関
係
に
基
ず
く
常
雇
的
労
働
力
で
あ
る

事
、
第
二
に
、
農
民
或
は
領
主
の
家
計
内
部
に
そ
の
一
成
員
と
し
て
介
入
す
る
事
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
殺
彼
等
は
既
に
中
世
前
期
向
靴
十
町
一
品

の
直
営
地
耕
作
等
の
た
め
か
な
り
広
汎
に
存
在
し
た
が
、
中
世
末
期
に
は
農
民
層
の
補
助
労
働
力
と
し
て
最
も
好
ん
で
採
用
さ
れ
た
雇
傭
労
働

力
で
あ
っ
た
。

ゼ
ル
ト
ナ
l
及
び
日
雇
等
の
子
供
達
か
ら
な
り
、

所
で
、
ゲ
ジ
ン
デ
は
そ
の
第
二
の
特
質
か
ら
、

雇
傭
主
の
出
S
R
2宮
に
服
し
、

従
っ
て
雇
傭
主
U
ゲ
リ
ジ
ン
デ
関
係
は
極
め
て
濃
厚
な
家

E
C宮
E
2
Zミ
の
如
く
子
供
と
等
置
さ
勺
叉

ハ
ス
長
的
支
配
を
伴
っ
た
。
多
く
の
判
告
書
に
お
い
て
彼
等
が
屡
々

L
R
E
n
r
g
E

逆
に
、
農
民
の
子
供
が
両
親
か
ら
恰
も
ゲ
ジ
ン
デ
の
如
く
賃
金
を
受
け
て
い
る
事
は
、
こ
の
事
情
を
十
分
に
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
叉
、

グ
ル
ン
ト
ヘ
ル

数
多
く
の
判
告
書
に
お
い
て
、
領
主
の
ゲ
ジ
ン
デ
に
関
す
る
争
い
は
一
般
の
法
廷
に
訴
え
ら
れ
ず
、
雇
傭
主
た
る
領
主
の
調
停
に
委
ね
ら
れ
る

事
が
規
定
さ
れ
、
或
は
農
民
家
計
内
の
ゲ
ヨ
ン
デ
の
犯
罪
そ
の
他
に
関
す
る
責
任
は
一
般
に
雇
傭
主
に
負
わ
さ
れ
て
い
匂
山

他
方
、
ゲ
ジ
ン
デ
の
雇
傭
、
賃
金
問
題
は
、

村
落
領
主
権
乃
至
共
同
体
の
拘
束
佑
に
お
か
れ
た
。

フ
ァ
ル
ツ
地
方
巴
巳
印
刷
毛
市
口
市
門
村
の
判

告
書
で
は
、

乙
の
村
に
や
っ
て
来
た
ゲ
ジ
ン
デ
岳
ぬ
ま
安
田
宮
宮
は
、

回
nv己
岳
冊
目
誌
に
誠
実
を
宣
寄
す
べ
く
命
ぜ
ら
れ
、

叉、

「
仕
事
を
与

ロ
ロ
仏
関
白
当
日
出
口
市
ロ
回
目
冊
目
ロ
｝
H
R
B
X
問自由ロ門日仏国一回目－

ra
自

由
nzhrp仏国師団
o－－
g
回目白

N
5
2・

5r。ロ
え
巳

Hmg仲
間

昆

四

2
3
2
m
N
g
m
S
w
・
－
J

に
と
、
い
わ
ば
共
同
体
に
よ
る
優
先
雇
傭
権

え
ら
れ
る
場
合
、
彼
等
は

2
・
で
契
約
し
他
の
何
処
で
も
契
約
す
べ
か
ら
ず
・
・
・
・

〈
O
H
gぽ
仲
間

Rn宮
を
規
定
し
て
い
る
。
更
に
、

フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
出

2
2
Z岳
山
口

m
g
村
で
は
、

（辺）

か
ら
去
る
な
ら
ば
、
・
・
・
・
彼
は
如
何
な
る
賃
金
も
与
え
る
べ
か
ら
ず
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

「
ゲ
ジ
ン
デ
が
正
常
な
理
由
な
し
に
雇
傭
主

一
六
七
八
年
の
田
区
片
山
口
ぬ
村
の
裁
判
記
録
に

よ
る
と
、

冨－

nzm－
一
司
由
民
．
な
る
ゲ
ツ
ン
デ
が
一
年
契
約
で

C
｝E
F
5
0
1
0江
口
の
下
に
雇
傭
さ
れ
た
が
「
雇
一
傭
主
の
屡
々
の
侮
辱
と
苛
酷

な
取
扱
い
の
た
め
」
一
九
週
で
解
約
し
、
残
り
の
賃
金
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
判
決
は
そ
れ
を
不
当
と
し
賃
金
を
与
え
ず
、
逆
に
ゲ
ジ
ン
デ



高
岡
山
】

は
ニ
四
時
閣
の
拘
禁
刑
を
受
け
て
い
る
。

か
く
し
て
ゲ
ひ
ン
デ
は
、
雇
傭
主
に
よ
る
強
度
の
家
父
長
的
支
配
と
同
時
に
、
領
主
権
及
び
共
同
体
に
よ
る
強
い
拘
束
を
も
受
け
、
従
っ
て

彼
等
は
、

い
わ
ば
封
建
社
会
に
適
応
せ
る
雇
傭
労
働
の
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
然
し
、
こ
こ
で
述
べ
た
判
告
書
等
の
記
述
も
暗
示
す
る

如
く
、
中
世
末
期
の
社
会
的
変
動
は
漸
次
に
乙
の
階
層
を
も
よ
り
自
由
な
賃
労
働
者
へ
と
転
佑
さ
せ
て
い
く
が
、

乙
の
点
は
四
章
の
課
題
に
残

し
て
お
乙
う
。

日
、
日
雇
或
は
間
借
入
（
吋
諸
君
。
円
宮
♂

F
F
Z
F
F
m巾
r
m
g
F
の
m
V
2
2♂
出
回
目
指
g
o
g
p
国
き
∞
－

g
m
p
回目
5
－g
F
F
d『
orl

同
四
♂
阿
国
間
窓
口
”
回
冊
目
曲
目
仲
N
0
3

何日ロロ
om∞
♂
回
目
吐
r
R
m田－
m己
申
）
。

様
々
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
の
階
層
は
、

一
回
世
紀
以
来
各
地
の
判
告
書
に

見
ら
れ
、
新
し
い
雇
傭
労
働
力
と
し
て
農
村
社
会
に
次
第
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
彼
等
は
ゲ
ジ
ン
デ
と
対
比
的
に
、

そ
の
特
質
と

し
て
、
第
一
に
、
主
と
し
て
季
節
労
働
に
従
事
し
、
従
っ
て
収
穫
期
、
播
種
期
等
の
農
繁
期
に
使
用
さ
れ
る
不
定
期
の
臨
時
的
な
雇
傭
蛍
働
力

で
あ
っ
た
事
、
第
二
に
、
農
民
の
家
屋
の
一
部
を
賃
借
す
る
借
家
人
乃
至
間
借
人
で
あ
る
が
、
尚
自
ら
の
家
計
を
保
持
し
、
屡
々
僅
少
の
共
有

地
利
用
権
を
も
与
え
ら
れ
て
い
た
事
の
ニ
点
が
挙
げ
ら
礼
的
。
か
く
し
て
、
ゲ
ジ
ン
デ
に
較
べ
雇
傭
主
或
は
領
主
権
か
ら
の
或
程
度
の
独
立
性

を
保
持
し
う
る
事
に
な
る
。

然
し
、
彼
等
に
対
す
る
領
主
権
或
は
共
同
体
に
よ
る
拘
束
は
尚
か
な
り
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
三
四
六
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
の
ラ
ン
ト
法

フ
I
フ
エ
（
二
分
の
一
ホ
l
フ
）
に
最
高
一
名
の
間
借
入
国

E
g
g
s
g
を
、
村
落
共
同
体
の

協
議
と
同
意
を
以
て
の
み
、
雇
傭
す
る
亨
伊
』
許
可
し
て
い
る
情

は
、
完
全
ホ
l
フ
〈
o－F
止
に
最
高
二
名
、

シ
ュ
ヲ

l
ベ
ン
地
方
回
同
E
Z
m
g
村
の
判
告
書
に
は
、

或
は
ゼ
ル
ト
ナ
l
は
、
夫
々
一
人
以
上
の
間
借
人

Z
5
m
g
g揺
を
彼
の
住
居
の
中
に
留
め
る
べ
か
ら
合
〕
と
、

「
定
着
せ
る
農
民

同
様
な
雇
傭
数
の
制
限
が

意
図
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
ト
ゥ

l
ル
ガ
ウ
地
方
自
ZnvznZ
村
の
判
告
書
（
一
五
七
六
年
）
で
は
「
如
何
な
る
住
民
も
、
－

S
E
－－
g
・

の
罰
に
か
け
て
、
領
主
及
び
共
同
体
の
認
知
と
同
意
な
し
に
は
、
よ
そ
人
を
受
け
入
れ
、
彼
に
家
屋
或
は
土
地
を
貸
与
し
、
或
は
彼
を
宿
泊
き

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
波
」
の
性
格

一
三
五



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

せ
間
借
り
さ
せ
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
日
雇
層
の
入
村
或
は
雇
傭
に
対
す
る
制
限
｜
｜
村
落
の
封
鎖
佑
1
！
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
叉
、
屡
々
、

一一二六

入
村
の
際
の
誠
実
宣
誓
、
入
村
金
〉
正

E
Y
B
a刊
記
の
徴
集
、
村
落
の
優
先
雇
傭
権
、
間
借
入
の
違
法
に
対
す
る
雇
傭
主
の
責
任
等
の
規
制

も
見
ら
料
ず
ゲ
ジ
ン
デ
の
地
位
と
の
若
干
の
類
比
も
存
在
し
た
。

然
し
、

こ
れ
ら
の
拘
束
に
も
拘
ら
ず
、
彼
等
は
そ
の
季
節
労
働
者
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
か
な
り
自
由
な
移
動
槌
と
契
約
関
係
ぞ
有
す
る
事

に
な
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
叶
｝
比
四
円

r
E三
g
修
道
院
領
の
法
（
一
四
七
五

t
一
五
O
二
年
）
で
は
、

「
何
者
も
他
人
に
家
屋
、
屋
敷
地
、
宿
泊

所
｝
岡
田

g
u
v
o
p
r
e
Z認
を
、

収
穫
期
の
二
週
間

t
R
S
F
S

そ
の
際
各
人
は
許
可
な
し
に
適
当
な
人
を
宿
泊
さ
せ
る
宮
号

R
m
g
事
が
出
来
る
。
」
と
、
季
節
労
働
者
に
関
し
て

、同
V
・
の
領
主
の
許
可
な
し
に
与
え
る
べ
か
ら
ず
。
但
し
、

g
m
宮
内
山
骨

B

聞の
H
M
H
M

－F
を
例
外
と
し
、

は
例
外
的
に
村
落
の
封
鎖
性
を
ゆ
る
め
て
お
り
、
叉
、

フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
何
回
目

E
Z
の
判
告
書
（
一
四
六
三
年
以
前
）
に
は
、

「
或
人
が
収

穫
期
に
、
賃
金
を
支
払
う
一

o
t
一
二
名
の
刈
取
夫
を
も
て
ば
、

仏曲目冊目回由同－
N
O
V
由回。円四叩
H

－
N
需品】同白円｝阿国
X
2
7
F叩丹司即出向山
2
1
2・HM
U

円四叩ロ品同

「
或
人
が
燕
麦
の
収
穫
期
に
、
賃
金
を
与
え
る
十
二
名
の
刈
取
夫
を
も
て
ば
、
－
－
－
－
－
－

z
z
a回
R

N
d
『叩－

r
E
R
Z
仏
R
Z
E
B
B－
E
R
m
o
s
s
－
g
m叩
宮
・
．
（
］
）
の
如
く
、
農
民
経
営
内
に
か
な
り
多
数
の
季
節
労
働
者
が
存
在
し
た

町内
w
ロ
－
。
ロ
問
問
各
自
由
。
F
・
・
・
・
」
或
は
、

事
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
彼
等
は
、

一
時
的
な
雇
傭
関
係
か
ら
離
れ
る
と
‘
特
に
冬
の
農
閑
期
に
は
そ
の
乏
し
い
共
有
地
利
用
権
と
相
倹
っ

て
生
計
に
困
難
を
来
し
、
常
に
乞
食

F
E
R
へ
の
転
落
の
危
険
を
字
ん
で
い

M
r
シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
地
方

F
E
Z
g
村
の
判
告
書
に
見
ら

「
如
何
な
る
無
益
の
ゲ
ジ
ン
デ
、
乞
食

E
Eそ
の
他
を
一
晩
以
上
宿
泊
せ
し
め
る
べ
か
ら
主
の
規
定
は
、
乞
食
は
叉
日
雇
乃
至
農

れ
る

業
労
働
者
で
色
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
中
世
末
期
の
数
多
く
の
ラ
ン
ト
法
令
に
見
ら
れ
る
「
の
ら
く
ら
者
冨

r
a
m似
官
官
己
、

「
浮
浪
者

C
E鬼門冊一
nZH」
「
乞
食
」

の
階
層
は
ま
さ
に
彼
等
で
ゐ
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
等
は

上
述
の
如
、
き
領
主
的
、
共
同
体
的
規
制
、
封

鎖
的
傾
向
を
圧
倒
し
て
、
浮
浪
的
、
移
動
的
性
格
を
強
め
、
中
世
末
期
農
村
社
会
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展

l
l富
農
経
営
の
進
展
｜
｜

と
相
倹
っ
て
、
次
第
に
「
二
重
の
意
味
で
自
由
な
」
近
代
的
賃
封
働
者
へ
の
転
佑
を
蔚
芽
的
巴
示
し
始
め
て
く
る
の
で
あ
る
。
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叉
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「
過
激
派
」
と
「
穣
健
派
」
の
対
抗
の
客
観
的
条
件
を
求
め
ん
と
す
れ
ば
地
域

的
、
村
落
内
的
な
条
件
と
共
に
、
二
章
で
述
べ
た
「
過
激
派
」
の
運
動
の
性
格
か
ら
超
地
域
的
な
そ
れ
を
も
合
せ
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
所
で
農
業
労
働
者
の
階
層
は
い
か
な
る
点
で
こ
れ
ら
の
条
件
を
具
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
第
一
に
、
地
域
的
条
件
と
し
て

ア
ル
メ
ン
デ

共
有
地
を
め
ぐ
る
利
害
対
抗
関
係
を
、
第
二
に
、
超
地
域
的
な
条
件
と
し
て
彼
等
の
移
動
的
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。

農
民
戦
争
前
後
の
、

村
落
内
部
に
お
け
る
「
貧
者
と
富
者
ミ

5
5仏
H
O
山
岳
の
抗
争
」
（
当

5
8四
円
）
に
お
い
て
共
有
地
を
め
ぐ
る
そ
れ

ほ
ど
明
瞭
な
も
の
は
な
い
。
ゼ
ル
ト
ナ
l
の
階
層
で
既
に
、
農
民
と
の
閣
の
利
用
権
の
差
は
、

V
－
wu表
に
一
示
さ
れ
る
如
く
極
め
て
明
瞭
で
あ

り
、
特
に
耕
作
用
の
輯
獣
即
ち
馬
を
殆
ど
所
有
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
国
民
同
出
口
宮
内
丹
一
白
血
－

Z
ロ
の
タ
ウ
ナ
l
層
は
韓
獣
を
有
せ
ず
、

有
は
一
頭
に
限
り
許
可
さ
れ
た
が
、
そ
の
共
有
地
利
用
は
屡
々
排
除
さ
れ
町
山
日
雇
吋
担
当
白
島
2
に
至
る
と
、
そ
の
利
用
権
は
極
め
て
劣
悪

で
、
せ
い
ぜ
い
家
畜
一
頭
の
所
有
或
は
そ
れ
す
ら
全
く
与
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

雌
牛
所

例
え
ば
、

上
述
切
乙
円
四
日
ロ

m
g
村
の
判
告
書
で
は
、

「
F
P
E
l
m
s
o
g冊
、
が
家
屋

m
z
v
g白
を
住
居
用
に
貸
与
さ
れ
る
場
合
、
牝
牛
で
あ
れ
豚
で
あ
れ
一
頭
以
上
の
家
畜
の
飼
養
は
許
さ
れ
な
い
。

そ
の
他
の
宮
口
田

m
g
gお
は
全
く
何
も
飼
養
し
え
セ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

か
く
し
て
、
共
有
地
を
め
ぐ
る
幾
多
の
対
抗
関
係
が
生
れ
て
く
る
。
例
え
ば
二
六
五
四
年
、
前
述
の
の

E
吾
高
村
で
は
、
共
有
地
等
の
問

一
三
九



V表．判告書.I乙見られる共有地用益権

A）シュワーベン地方 Baldingen村家畜所有数 C）シュワーベン地方

Pflaunloch村

羊所有数

農 民

ド
イ
、y

豊
農民

ゴ
12 

ゼルトナー 8 I乙
セルトナー 10 

B）上記村落，休閑地耕作面積

農 民

,1R所有
ゼ）レトナー｛

l馬非所有

2 Morgen 

1 Morgen 

労 Morgen 

D）シュワーベン地方

Ehringen村

羊所有数

農 民

セ）レトナー 6 

vI表.Herrschaft Hallwil における共有地利用権

A）燃料用木材許容量

Doppelbauer 

Ganzbauer 

Halbbauer 

Tauner 

Witfrauen 

BJ豚所有数

(1544年）

Seengen村（1636年）

薪 (Sch耐 r) ｜丸太（Stocke)

9 Klafter 3 Klafter 

7 ，， 3 ，， 

4 ，， 2 ，， 

3 ，， 2 ／／ 

Vollbauer 30 

Halbbauer I 15 

Tauner I 6 

Egliswil村（1673年）

Scheiter 

5 Klafter 

4 ，， 

3 ，， 

2 ，， 

於け

る
ー「

過激派Lー

の

四
0 



題
で
ゼ
ル
ト
ナ
！
と
農
民
が
争
い
訴
訟
事
件
が
生
じ
た
が
、
農
民
の
訴
え
に
は
、

「
ラ
ン
ト
治
安
条
令
に
反
し
て
、

ゼ
ル
ト
ナ
ー
が
自
ら
の
耕

地
や
牧
草
地
で
越
冬
さ
せ
え
な
い
ほ
ど
の
馬
や
家
畜
を
保
持
し
、

ぐ
り
ぞ
拾
い
我
物
と
す
る
が
、

・
・
・
・
・
道
路
の
維
持
を
拒
否
す
る
。

そ
れ
は
全
て
の
慣
習
に
反
し
、
農
民
に
大
き
な
害
を
与
え
一
勺
」
と
記
さ
れ
、
彼
等
は
果
物
を
摘
み
と
り
、
ど
ん

両
者
の
共
有
地
を
め
ぐ
る
対
抗

を
示
し
て
い
る
。
叉
、
ゲ
ジ
ン
デ
そ
の
他
の
危
害
に
対
す
る
抗
議
も
、
屡
々
判
告
書
に
見
ら
れ
る
。
フ
ァ
ル
ツ
地
方
の
あ
る
四
ケ
村
の
判
告
書

（
一
五
七
七
年
）
に
は
、
「
多
く
の
緑
の
樹
が
・
・
・
・
日
々
、
伐
り
倒
さ
れ
、
剥
ぎ
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
己
目

B
g
g
m－
rr
ゲ由民ロ円四件【凶器
N
i－

m
H
E
R
E
S
H
C
Z
m
m
r
g
g
c
z
m
g
n
E件
当
主
自
由
。
－
－
－
各
人
は
彼
の

mg－ロチ

E
S
F
自

S
E
E
r－E
a
に
警
告
す
べ

3

と
規
定
さ
れ
、
叉
、
テ
ィ
ロ
ー
ル
の
一
判
告
書
に
は
、
「
未
婚
者
や
不
法
婚
姻
者

r
e
m
g
官同国。ロ

g
ロ
昆
各
－

0
5ロ
（
ゲ
ジ
ン
デ
）
は
・
・
．

何
の
財
産
も
な
し
に
結
婚
し
、
そ
の
場
に
家
を
持
っ
て
定
着
し
て
い
る
が
、
彼
等
は
子
供
を
養
わ
ず
、
・
・
・
・
・
・
乞
食
や
喜
捨
に
頼
っ
て
さ
す
ら

ぃ
、
命
令
、
禁
令
に
服
従
せ
ず
、
反
抗
し
、
収
穫
物
や
耕
地
用
益
、
或
は
放
牧
、
木
材
伐
採
、
共
有
地
開
墾
そ
の
他
に
不
当
に
介
入
し
、
村
民

に
非
常
な
害
を
な
一
刊
に
と
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
後
の
例
に
見
ら
れ
る
如
、
き
、
共
同
体
成
員
権
を
も
た
ぬ
浮
浪
的
人
口
（
ゲ
ジ
ン
デ
、
日
雇
）

の
増
大
は
、
村
落
内
部
の
対
抗
を
深
刻
佑
し
て
い
っ
た
。
上
エ
ル
ザ
ス

C
H
Z
E
V己
の
条
令
（
一
五
三
六
年
）
に
は
、
「
浮
浪
者
－

B
L
a
s－－

n
V
2
が
我
村
民
に
何
ら
か
の
害
悪
を
、

即
ち
、

罵
り
、
名
誉
駿
損
、

暴
行
、

盗
グヲ・

て

の
我他

村忠
民 g"
の：；＇

訴 P

~ ~ 
信？
？吉
長、市

.;s_'' ロー

じ吉F
Lー｝

ょ5
完応 由

主唱
さ同

ac－
g
o
p同
国
ロ
円
山
由
同
国
を
与
え
た
と
訴
え
ら
れ
し
場
合
、

そ
れ
以
上
の
証
拠
が
な
く
と
も
、

れ
、
乙
の
事
情
を
良
く
物
語
っ
て
い
る
。
叉
、

一
五
三
O
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
布
告
に
は
更
に
明
瞭
に
、

全
ゆ
る
以
前
の
布
告
に
も
拘
ら

ず
、
「
戦
争
か
ら
の
逃
亡
者
、
治
安
妨
害
者

FEN41ロ
moて

。
回
同
芯
同
？
、
行
商
人
出
国
5
5
R、
浮
浪
人

ω仲間同
N
R
及
び
乞
食

F
晋
こ
が

農
民
の
下
に
出
没
す
る
事
を
や
め
ず
、
農
民
を
、
特
に
小
定
住
地
や
孤
立
農
園
の
そ
れ
を
、
「
恐
嶋
、

及
び
強
奪
」
に
よ
っ
て
圧
迫
す
る
事
が
述
べ
ら
勺
浮
浪
者
の
危
害
を
訴
え
て
い
る
。

パ
ウ
エ
ル

こ
れ
ら
の
村
落
内
部
の
賞
者
（
貧
農
乃
至
農
業
労
働
者
）
対
富
者
（
農
民
）
の
対
抗
関
係
は
、
そ
こ
か
ら
、

強
制
、

奪
い
と
り
」
或
は
更
に
「
殺
人

所
で
、

い
わ
ば
「
地
域
的
過
激

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
げ
る
「
凋
激
派
」
の
性
格

四



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

四

派
」
を
形
成
し
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
は
更
に
、
農
業
労
働
者
自
身
に
内
包
主
れ
た
客
観
的
条
件
即
ち
一
移
動
的
性
格
」
に
よ
っ
て
、
超
地
域

的
な
「
過
激
派
」
の
形
成
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
以
下
こ
の
点
の
考
察
に
移
ろ
う
。

既
に
先
章
で
述
べ
た
如
く
、
日
雇
の
階
層
は
そ
の
内
在
的
条
件
と
し
て
移
動
性
を
も
ち
、
常
に
浮
浪
人
口
へ
転
化
す
る
傾
向
を
有
し
た
。

四
世
紀
以
降
、
ぺ
ス
ト
と
農
業
危
機
の
中
か
ら
漸
増
し
て
来
た
こ
れ
ら
移
動
す
る
日
雇
層
は
、
ゲ
ジ
ン
デ
の
階
層
に
も
影
響
を
与
え
て
、
多
量

の
浮
浪
的
労
働
人
口
を
形
成
し
、
経
済
政
策
上
、
叉
治
安
上
、
大
き
な
危
機
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
曾
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
先
述
の

判
告
書
の
諸
規
定
（
日
雇
層
の
入
村
規
制
或
は
村
落
の
優
先
雇
傭
権
の
規
定
等
）
に
も
窺
え
る
が
、
就
中
、

一
四
世
紀
以
降
急
増
す
る
各
ラ
ン

周
知
の
如
き
賃
金
規
制
｜
｜
最
高
賃
金
制

1
1
1
と
並
ん
で
、
労
働
強
制
〉
岳
町
宮
N
当

gm
の
規
定
を
伴
い
、
移
動
労
働
力
の
緊
縛
佑
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ト
の
労
働
者
規
制
法
令
に
明
瞭
な
姿
を
見
出
す
（
切
巳
昨
日
常

O
Lロ
g
m
の
時
代
）
。

ラ
ン
ト
法
は
、

一
三
五
二
年

の
テ
ィ
ロ

l
ル
の
領
邦
条
令
に
は
、
僕
蝉
や
日
傭
等
々
巴
自
由
号
o
g
p
吋
問
問
看

R
－8
円四円円・

（

ロ

｝

ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
、
と
規
定
さ
れ
、

は
従
来
の
雇
傭
者
の
も
と
に
従
来
の
賃
金
で
と

低
賃
金
で
の
労
働
者
の
緊
縛
佑
を
意
図
し
て
い
る
。

主
、
都
市
に
対
し
、
「
成
長
せ
る
労
働
能
力
あ
る
奉
公
人
は
、
彼
が
の
ら
く
ら
者
冨
ロ
包
mmmg－m
R
で
名
誉
あ
る
公
正
な
且
十
分
な
生
計
を
独

力
で
持
た
、
ざ
る
場
合
、
そ
の
何
者
も
領
域
内
に
留
め
お
か
れ
ず
、
拒
絶
さ
れ
、
追
放
さ
る
べ
く
」
配
慮
す
る
様
に
命
じ
て
い
る
。
同
様
な
例

一
四
ニ

O
年
の
テ
ィ
ロ

l
ル
等
族
議
会
の
決
議
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
、
各
裁
判
領
主
が
、
ゲ
ジ
ン
デ
と
し
て
い
か
な
る
仕
事
も

又、

一
四
四
二
年
、
帝
国
は
全
ゆ
る
諸
侯
、

領

lませ
ず
、
叉
い
か
な
る
日
雇
で
も
な
い
未
婚
の
奉
公
人
】
色
町
四
国

rロ
宮
宮
に
闘
し
、

る
べ
く
配
慮
す
る
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
ね
v

こ
う
し
て
、
浮
浪
者
一
般
の
領
外
追
放
を
通
じ
て
、
労
働
強
制
、
労
働
力
緊
縛
佑
へ
の
努
力
が
志

U
O
H
M－ア

の
罰
金
で
以
て
一
週
間
以
内
に
各
裁
判
区
を
立
去

向
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
規
制
は
判
告
書
に
も
明
瞭
に
反
映
さ
れ
て
く
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
地
方
宮
5
5
0止
の
判
告
書
（
一
五
八
八
年
）
に
は
、
「
何
者

も
上
司
。
町
一

m
g
x
の
認
知
な
し
に
、
既
知
の
者
を
も
、
未
知
の
者
を
b
、
更
に
尚
、

下
男
－
2
2
E
下
女
缶
詰
白
を
問
わ
ず
未
婚
の
者



】
色
宙
開
旬
開
門
目
。
ロ

g
を
受
け
入
れ
る
べ
か
ら
ず
、

或
は
叉
そ
の
他
の
行
商
や
無
益
な
人
－

gL終
日
n
F窓
口

g仏

宮
宏
5
2
n
r
s
r
B
E回目
8
5
5仏
語
同
関
与

g
S
U
E
g
を
宿
泊
さ
せ
、
更
に
こ
れ
ら
の
人
を
留
め
間
借
り
さ
せ
な
い
様
に
命
ず
る
c
」

同
様
に
、

傭
兵
及
び
乞
食
、

と
規
定
し
、
多
様
な
浮
浪
人
口
の
村
落
へ
の
流
入
を
強
く
警
告
し
て
い
る
。
叉
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
判
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
定
住
せ
ざ
る
未

婚
の
者
又
は
そ
の
他
の
夫
人
及
び
男
子
は
、
い
か
な
る
商
取
引
、
酒
の
小
売
、
葡
萄
酒
の
行
商
そ
の
他
ぞ
な
す
べ
き
で
は
な
く
、
単
な
る
日
雇

労
働
の
み
に
従
事
す
べ
凶
に
と
、
農
業
日
雇
層
の
他
の
職
業
へ
の
転
佑
を
も
禁
止
し
て
い
る
c

以
上
、
若
干
の
例
に
よ
り
、
様
々
の
帝
国
、
ラ
ン
ト
、
村
法
を
通
し
て
、
直
接
或
は
間
接
に
、
移
動
的
労
働
人
口
に
対
す
る
労
働
強
制
、
労

働
力
の
緊
縛
佑
が
意
図
さ
れ
て
い
た
事
が
判
明
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
法
令
の
数
量
の
増
大
或
は
再
三
の
発
布
が
示
す

如
く
、
移
動
的
労
働
者
は
、
か
か
る
労
働
規
制
を
無
視
し
て
漸
増
し
、
こ
の
「
移
動
性
」
を
長
々
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
c

所
で
、
以
上
の
諸
例
か
ら
も
既
に
示
さ
れ
る
如
く
、
移
動
的
労
働
者
は
、
本
来
の
旦
一
層
に
留
ま
ら
ず
、

ゲ
ジ
ン
デ
腐
を
も
含
む
に
至
つ

ふ，
d」。

彼
等
も
日
雇
の
影
響
の
下
に
漸
次
そ
の
家
父
長
的
支
配
を
脱
し
、

移
動
労
働
者
の
一
翼
を
構
成
し
て
い
く
c

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
判
告
書
は
、
収
穫
期
を
例
外
と
し
て
、
下
男
及
び
下
女
が
日
給
で
｜
｜
従
っ
て
日
雇
と
し
て

こ
の
点
に
つ
、
き
更
に
若
干

｜の
例
働を
く示
事し
をて
禁お
止こ
しisう

ゲ
ジ
ン
デ
の
日
雇
へ
の
転
佑
の
動
向
を
示
し
て
い
る
。

叉、

既
に
一
三
四
六
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
布
告
に
は
、

僕
蝉
ロ

5
5号
0
5
に
悪
例
を
与
え
る
」
（
傍

ク
ネ
ヒ
ト

「
下
男
は
最
早
長
期
の
僕

「
奉
公
し
な
い
日
雇
は
村
落
の
負
担
に
な
る
、

彼
等
は
貧
困
の
た
め
乞
食
を
し
臨
み
を
行
い
、

点
筆
者
）
と
日
雇
の
僕
縛
へ
の
影
響
を
示
し
て
い
る
。
叉
、

一
四
九
七
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
等
族
議
会
の
訴
え
に
は
、

牌
契
約
巴
自
由
号

2
2
2円
E
m
に
入
ら
ず
日
雇
と
し
て
出
て
行
く
事
を
好
み
、
夏
に
は
出
来
る
限
り
外
国
で
働
き
、

（却）

利
用
し
、
冬
に
は
帰
っ
て
来
て
酒
場
の
周
り
を
俳
梱
す
る
」
と
、
ゲ
ジ
ン
デ
の
日
雇
へ
の
移
行
、
移
動
性
の
増
大
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
の
よ
り
高
い
賃
金
を

か
か
る
移
動
労
働
者
の
量
的
、
質
的
発
展
は
、
反
面
、
農
村
社
会
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
佑
の
発
展
、
富
農
経
営
の
展
開
を
示
す
重
要
な
指
標
で
も

あ
っ
た
。
数
多
く
の
労
働
者
乃
至
賃
金
規
制
法
令
が
、
そ
の
発
布
の
動
機
と
し
て
、
労
働
者
に
よ
る
高
賃
金
の
要
求
と
並
ん
で
、
富
裕
な
雇
傭

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

一
四
三



ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

一
四
四

者
に
よ
る
雇
傭
労
働
力
引
き
ぬ
き
与
昏

Mmgm
を
挙
げ
て
い
る
事
は
十
分
注
目
に
値
す
M
P
富
農
層
は
、
賃
金
を
上
げ
て
他
の
雇
傭
者
の
労

働
力
を
引
き
抜
き
、

こ
う
し
て
賃
金
騰
貴
或
は
労
働
者
の
移
動
性
の
条
件
を
作
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
雇
を
中
心
と
し
た
移
動
的
労
働

力
は
、
従
っ
て
今
や
自
由
な
近
代
的
賃
労
働
者
へ
の
萌
芽
を
示
し
始
め
た
。
上
述
の
努
働
者
規
制
法
令
は
、
農
民
の
移
動
自
由
の
血
止
、
土
地

〈

m｝

緊
縛
の
強
ル
仙
、
領
主
直
営
地
の
拡
大
等
を
志
向
す
る
一
連
の
法
令
と
並
ん
で
、
ま
さ
に
移
動
的
労
働
力
の
緊
縛
佑
、
そ
の
領
主
層
へ
の
従
属
佑

を
意
図
し
、
か
く
し
て
農
村
社
会
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
の
傾
向
を
阻
止
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
一
明
こ
こ
に
農
業
労
働
者
と
富
農
層
の
、
農
民

戦
争
初
期
に
お
け
る
共
闘
の
条
件
が
存
し
た
。

他
方
、
広
汎
な
移
動
性
を
も
っ
た
当
時
の
浮
浪
人
口
は
、
日
雇
、
農
業
労
働
者
で
あ
る
と
共
に
、
先
述
せ
る
判
告
書
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
如

く
、
反
面
で
は
行
商
、
傭
兵
、
乞
食
で
も
あ
り
、
叉
、
都
市
へ
移
住
し
て
ツ
ン
フ
ト
の
枠
外
に
お
か
れ
た
最
下
層
の
市
民
層
を
形
成
し
、
或
は

叉
、
当
時
勃
興
せ
る
鉱
山
業
や
農
村
工
業
の
中
に
大
量
に
吸
収
さ
れ
て
い
つ

mv
従
っ
て
農
村
内
部
に
お
け
る
日
雇
、
ゲ
ジ
ン
デ
等
の
農
業
労

ツ
ン
フ
ト
的
特
権
市
民
と
対
抗
せ
る
最
下
層
の
都
市
責
民
、
或
は
特
権
的
鉱
夫
層
と
対
抗
し
た
下
層
の
鉱
山
労
働
者
に
類
比
さ
れ

リ
ゲ
ず
エ
ル
ク
シ
ャ
フ
ト
ク
ナ
ッ
プ
シ
ャ
フ
ト

る
。
彼
等
は
、
当
時
の
一
般
的
生
活
領
域
た
る
村
落
共
同
体
、
ツ
ン
フ
ト
、
乃
至
職
人
組
合
、
鉱
夫
組
合
叉
は
鉱
山
労
働
者
組
合
か
ら
排
除

い
わ
ば
カ
ス
ト
外
賎
民
と
し
て
、
互
に
連
繋
し
、
か
く
し
て
農
民
戦
争
を
地
域
的
な
枠

働
者
は
、

さ
れ
或
は
せ
い
ぜ
い
劣
悪
な
参
加
権
を
認
め
ら
れ
た
、

を
乙
え
て
更
に
発
展
さ
せ
う
る
客
観
的
可
能
性
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
二
五
一
七
年
、
上
ラ
イ
ン
地
方
の
ブ
ン
ト
シ
ュ

l
蜂
起
に
際
し
、

彼
自
身
円

aramgo
の
生
れ
で
叉
逃
亡
中
田
畑
蕃
人
切
回
ロ
ロ
耳
目
ユ
を
も
務
め
た
指
導
者

同

o
g
F
X
N
が
、
運
動
の
蝿
動
者
と
し
て
、
第

に
乞
食
、
第
二
に
博
徒
、
道
佑
師
、
行
商
、
無
免
許
医
者
、
大
道
芸
人
、
大
道
商
人
等
の
遍
歴
職
業
の
従
事
者
、
第
三
に
傭
兵
等
の
浮
浪
的
人

Amv 

口
を
使
用
し
た
事
は
、
以
上
の
関
連
に
お
い
て
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
二
章
で
記
し
た
「
過
激
派
」
の
運
動
形
態
の
特
質
、
即
ち
、
ハ
門
平
和
的
協
定
に
反
対
し
、
武
力
攻
撃
を
主
張
し
た
事
、
同
地
域

的
身
分
的
な
枠
を
こ
え
、
就
中
都
市
下
層
市
民
と
結
合
し
、
全
民
衆
的
な
反
封
建
闘
争
を
展
開
せ
ん
と
し
た
事
、
の
ニ
つ
の
特
質
は
、

「
過
激



派
」
の
主
要
な
ト
レ

l
ガ
ー
を
日
雇
を
中
心
と
し
た
移
動
的
農
業
蛍
働
者
の
中
に
求
め
る
時
、
そ
の
内
的
関
連
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
彼

等
は
村
落
内
部
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
ゼ
ル
ト
ナ

l
或
は
貧
農
層
と
結
合
し
、
共
同
体
成
員
権
の
実
質
的
な
保
持
者
と
し
て
の
農
民
就
中
富
農

の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
え
た
わ
け
で
あ
る
。
叉
、
彼
等
は
、

に
対
抗
し
つ
つ
、
更
に
広
汎
な
移
動
的
性
格
に
よ
っ
て
運
動
を
地
域
的
枠
を
乙
え
て
発
展
さ
せ
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
乃
至
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
立
場
、
或

各
社
会
の
下
層
賎
民
と
共
に
「
過
激
派
」

は
、
い
わ
ば
カ
ス
ト
外
購
民
と
し
て
の
地
位
か
ら
「
過
激
派
」

H
ミ
ュ
ン
ツ
ア

l
派
の
空
調
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
即
ち
全
ゆ
る
支
配
権
の
打
倒

と
そ
の
上
に
立
て
ら
れ
る
地
上
に
お
け
る
神
の
国
の
注
視

1
1従
っ
て
「
過
激
派
」
の
運
動
員
一
の
持
質
ー
を
も
受
け
入
れ
う
る
内
在
的

条
件
を
具
備
し
て
い
た
事
に
な
る
で
あ
久
問
。

さ
て
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
「
過
激
派
」
の
存
在
と
そ
の
運
動
形
態
、
及
び
そ
の
主
要
な
ト
レ

l
ガ
！
と
し

て
の
農
業
労
働
者
の
性
格
と
彼
等
に
よ
る
「
過
激
派
」
形
成
の
客
観
的
条
件
が
一
応
明
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。
然
し
、
・
本
小
稿
は
尚
試
論
の
域

を
出
ず
、
更
に
、
「
過
激
派
」
の
他
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
農
村
手
工
業
者
或
は
都
市
下
層
市
民
の
分
析
、

或
は
、

富
農
経
営
に
お
け
る
農
業

に
つ
い
て
は
後
日
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
事
と
し
た
い
。

労
働
者
の
雇
傭
関
係
及
ぴ
そ
こ
か
ら
生
ず
る
両
者
の
共
闘
と
分
裂
の
条
件
の
十
分
に
実
証
的
な
解
明
等
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
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ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
於
げ
る
「
過
激
派
」
の
性
格

。事自由

見
ωほ・
γ〉
σ柑
ゲ
但
－

P

。・・

ω・
∞
由
M
同
・
リ
ュ
ト
ゲ
及
ぴ
ア

l

ベ
ル
は
、
一
四
・
一
五
世
記
の
人
口
減
少
か
ら
、
労
働
者
不
足
↓
賃

金
騰
貴
を
説
き
、
「
賃
金
労
働
者
の
黄
金
時
代
」
と
す
る
が
、
ヶ
ル

タ
l
は
逆
に
、
労
働
者
の
過
剰
、
低
賃
金
説
を
主
張
す
る
。
然
し
、

何
れ
も
人
口
運
動
か
ら
生
ず
る
労
働
力
の
需
要
、
供
給
関
係
の
変
動

か
ら
、
賃
労
働
者
の
問
題
を
説
明
し
て
い
る
事
に
変
り
は
な
い
。
だ

が
、
乙
の
問
題
は
当
時
の
農
村
社
会
の
ブ
ル
ヲ
ョ
ワ
的
発
展
ぞ
考
え

合
わ
せ
る
べ
き
で
、
そ
こ
か
ら
労
働
力
の
需
要
増
大
i
賃
労
働
者
の

漸
増
傾
向
が
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
農
民
戦
争
勃
発
期
は
、

ア
l
ベ
ル
も
彼
の
依
拠
せ
る
統
計
か
ら
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
賃
金

の
永
続
的
な
低
下
傾
向
の
時
期
（
一
四
七

O
年
以
降
）
に
入
っ
て
い

た
事
は
注
目
さ
れ
る
。
乙
乙
で
、
ケ
ル
タ
l
の
農
民
戦
争
原
因
論
の

批
判
を
な
し
て
お
乙
う
。
彼
の
研
究
は
、
農
業
労
働
者
と
手
工
業
者

を
初
め
て
考
察
の
対
象
と
す
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
功
績
に
も
拘
わ

ら
ず
、
農
民
分
化
の
視
点
に
欠
け
、
従
っ
て
そ
乙
か
ら
全
農
村
人
口

（
農
民
、
手
工
業
者
、
農
業
労
働
者
）
の
全
般
的
窮
乏
化
を
説
、
き
、

全
体
と
し
て
従
来
の
貧
農
蜂
起
説
を
量
的
に
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
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白骨

HV広・・

ω・
ミ

u
F
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0・
ω
S
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E
E甲
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G
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Z
n
g
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見
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E
G
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FdE肖・の
E
Z
Z吋吋曲
nVRFω
－
H
S・
乙
乙
で
巧
・
0
1ロ
R

説
の
批
判
を
な
し
て
お
乙
う
。
彼
は
先
述
（
一
章
）
の
如
く
、

何
即
時

E
H
w
a
H
と
司
02
の
対
抗
を
説
く
が
、
一
般
に
噌
02即
ち
零

細
農
乃
至
幾
業
労
働
者
の
数
を
僅
少
と
し
、
更
に
彼
ら
の
客
観
的
実

態
は
「
農
民
身
分
の
附
属
物
」
で
あ
り
、
特
に
僕
鮮
が
農
民
家
計
の

成
員
で
あ
っ
た
事
情
か
ら
、
彼
ら
の
雇
傭
主
に
対
す
る
独
立
的
意
識

の
未
成
熟
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
面
に
お
い
て
正
当
で
あ
る

が
、
僕
抽
貯
を
含
め
た
当
時
の
農
業
労
働
者
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
化

と
移
動
性
の
熔
大
を
考
え
る
時
そ
の
反
面
争
見
胡
治
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
0

4
『0
1
ロ一

F
目・担・
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・
ω・
芯
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国
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ロ’
H
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宵
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0
・
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・
∞
品
同
同
・
か
か
る
〉
ぴ
門
出
回
m恒
国
側

に
対
す
る
規
定
は
判
比
口
容
に
も
数
多
く
見
出
せ
る
。
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本
稿
の
性
質
上
、
か
か
る
簡
単
な
指
摘
に
と
ど
め
、
詳
細
は
後
日
に

譲
り
た
い
。
尚
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
様
な
事
例
に
関
す
る
岡
田
与
好
氏

の
勝
れ
た
考
察
を
参
照
。
『
「
労
働
者
法
令
」
違
反
事
件
を
通
じ
て

み
た
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
l
崩
壊
期
に
お
け
る
「
賃
労
働
」
｜
｜
近

帥帥倒官。倒倒
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代
的
賃
貸
労
働
形
成
の
慌
史
的
起
点
』
土
地
制
度
史
学
、
第
三
号
。

同

o
F
R
U
B
骨
三
回
n
Z
4
5吋
広
島
民

E
o
z
p
ω
・
同
信
・
ヶ

ル
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
ペ
ス
ト
則
を
通
じ
て
、
農
村
と
都
市
の
聞
の
、

人
口
減
少
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
都
市
へ
の
農
村
住
民
の
強
大
な

流
入
が
生
じ
た
が
、
然
し
都
市
ツ
ン
フ
ト
の
規
制
l
技
術
的
、
財
産

的
資
絡
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
入
は
極
度
に
限
定
さ
れ
た
。
叉
、
都

市
自
体
で
も
ツ
ン
フ
ト
の
封
鎖
化
が
始
ま
り
、
充
満
せ
る
失
業
人
口

は
農
村
を
浮
浪
、
遍
歴
し
、
或
は
農
村
に
定
着
化
し
た
。
こ
う
し

て
、
「
都
市
と
農
村
に
お
け
る
貧
民
己
R
R
B
O
冨
自
ロ
の
結
合

と
団
結
の
心
斑
的
基
礎
も
又
、
作
ら
れ
た
。
」

S
E－－

ωω
・
5
ω
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E
m
u品
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円
帥
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w
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O
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町

Znvmw一片付ロ
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ロ
円
印
担
口
町
四
H
M
w
ω
・由印
N
民・

鉱
山
業
に
関
し
て
は
、
仙
川
稿
「
一
五
、
六
川
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉱

山
労
働
者
の
蜂
起
と
そ
の
再
編
成
」
九
州
大
学
凶
洋
史
学
論
集
、
第

五
樹
、
特
に
二
八
頁
、
註

ω参
照
。

。－
H
刊
誌
w
ロN
W

胆・胆・

0
・w
ω

也、吋・

(25) 

血骨

〈
m－－

ω自
町
宮
w

匂
芯
〈
c－r
R
R
O吋同国民同
D
P

〈－

H
内
回
一
切

R
o－－

尚
、
こ
ζ

で
ス
ミ
1
リ
ン
は
、
ミ
ュ
ン
ツ

7
1
派
の
ト
レ
l
ガ
ー
と

し
て
、
農
民
一
般
と
、
都
市
下
府
市
民
を
捉
え
て
い
る
様
に
思
わ
れ

る
が
、
乙
の
点
批
判
さ
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

本
械
で
は
「
過
激
派
」
形
成
の
内
在
的
要
因
や
考
・
察
し
た
が
、
反
面

「
過
激
派
」
椛
成
部
分
の
未
成
熟
性
と
身
分
的
特
殊
利
害
の
錯
綜

（
例
え
ば
、
ア
ル
メ
ン
デ
問
題
を
め
ぐ
る
鉱
山
労
働
者
一
般
と
農
村

人
口
一
般
の
対
抗
）
が
叉
、
分
裂
の
条
件
を
も
作
っ
た
事
、
更
に
一

般
的
に
彼
等
の
浮
浪
的
性
栴
が
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
へ
の

転
化
を
内
包
し
て
い
た
事
も
充
分
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
〈
早

ω
g町
宮
・
〈
OHWRO同
R
g
a
s
p
ω
・
8
臼・
u

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ

ツ
農
民
戦
争
」
大
内
力
訳
、
岩
波
文
附
版
、
五
三
頁
、
拙
稿
「
ド
イ

ツ
農
民
戦
争
則
に
お
け
る
共
有
地
問
組
」
九
大
西
洋
史
学
論
集
第
七

如。

帥

厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
）

（
本
稿
の
一
部
は
、
岡
和
三
十
五
年
度
、
京
都
大
学
西
洋
史
読
書
会
で
発
表
し
た
。
尚
、
貴
重
な
図
書
に
関
し
、
御
配
慮
頂
い
た
中
村
賢
二
郎
氏
に

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

四
七
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Die Charakter "der radikalen Partei" im deutschen 

Bauernkrieg 

--durch die Analyse des Landarbeiter--

von R. MAEMA 

Obgleich es mir dtinkt, class der Gegensatz zwischen "der gemass­

igten Partei" und "der radikalen Partei" im deutschen Bauernkrieg die 
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sehr bedeutende Rolle spielte, gaben <loch nicht genug die bischerigen 

Forscher Achtung au£ diese Tatsache. M. M. Smirin, letztens, gab 

die epochemachende Erklarung iiber dieser ab, zogen aber er nicht 
sehr das Problem der Trager .. der gemassigten Partei" und .. der 

radikalen Partei" in Erwagung, denn seine Forschung wurde gewandt 

hauptsachlich au£ das Gebiet der politischen Ideengeschichte. In diesem 
Aufsatze nahm ich den Landarbeiter als einen der Trager .. der radi­

kalen Partei" nach dem Hinweise von H. W opfner und E. Kelter 
au£, und analysierte seine soziale und wirtschaftliche Charakter und 

daraus bewies im Zusammenhang mit den Bewegungsformen .. der 

radikalen Partei", au£ die Smirin hinwies die objektiven Bedingungen 

der Bildung derselben Partei, mit welchen der Landarbeiter sich 

versah. 
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